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５

子
ど
も
・
子
育
て
本
部
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
副
本
部
長
を
置
く
。

６

子
ど
も
・
子
育
て
副
本
部
長
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
長
の
職
務
を
助
け
る
。

７

子
ど
も
・
子
育
て
本
部
に
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。

８

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
の
組
織
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。

附
則
第
二
条
第
五
項
第
四
号
を
削
る
。

第
十
二
条
の
二
の
見
出
し
を「（
新
設
法
人
の
納
税
義
務
の
免
除
の
特
例
）」に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
特
定
新
規
設
立
法
人
の
納
税
義
務
の
免
除
の
特
例
）

第
十
二
条
の
三

そ
の
事
業
年
度
の
基
準
期
間
が
な
い
法
人
（
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
法
人
及
び
社
会
福
祉

法
第
二
十
二
条
（
定
義
）
に
規
定
す
る
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
の
専
ら
別
表
第
一
に
掲
げ
る
資
産
の
譲
渡
等
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規
設
立

法
人
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
そ
の
基
準
期
間
が
な
い
事
業
年
度
開
始
の
日（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て「
新

設
開
始
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
特
定
要
件
（
他
の
者
に
よ
り
新
規
設
立
法
人
の
発
行
済
株
式
又
は
出
資
（
そ
の

新
規
設
立
法
人
が
有
す
る
自
己
の
株
式
又
は
出
資
を
除
く
。）の
総
数
又
は
総
額
の
百
分
の
五
十
を
超
え
る
数
又
は

金
額
の
株
式
又
は
出
資
が
直
接
又
は
間
接
に
保
有
さ
れ
る
場
合
そ
の
他
の
他
の
者
に
よ
り
新
規
設
立
法
人
が
支
配

さ
れ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
し
、
か

つ
、
新
規
設
立
法
人
が
特
定
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
判
定
の
基
礎
と
な
つ
た
他
の
者
及
び
当
該
他
の
者
と
政
令
で

定
め
る
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
者
の
当
該
新
規
設
立
法
人
の
当
該
新
設
開
始
日
の
属
す
る

事
業
年
度
の
基
準
期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し

た
金
額
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
一
般
会
計
に
係
る
業
務
と
し
て
行
う
事
業
に
お
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
の

対
価
の
額
を
除
く
。）が
五
億
円
を
超
え
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
新
規
設
立
法
人
」

と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、当
該
特
定
新
規
設
立
法
人
の
基
準
期
間
が
な
い
事
業
年
度
に
含
ま
れ
る
各
課
税
期
間（
第

九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
の
提
出
に
よ
り
、
又
は
第
九
条
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は

第
四
項
、
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
を
納
め
る
義
務
が

免
除
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
課
税
期
間
を
除
く
。）に
お
け
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
は
、
第
九
条
第
一
項

本
文
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

新
規
設
立
法
人
が
そ
の
新
設
開
始
日
に
お
い
て
特
定
要
件
に
該
当
し
、
か
つ
、
前
項
に
規
定
す
る
他
の
者
と
同

項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
で
あ
つ
た
も
の
で
、
当
該
新
規
設
立
法
人
の
設
立
の
日

前
一
年
以
内
又
は
当
該
新
設
開
始
日
前
一
年
以
内
に
解
散
し
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
解
散
し
た
日
に
お
い
て
当
該

特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
に
該
当
し
て
い
た
も
の
（
当
該
新
設
開
始
日
に
お
い
て
な
お
当
該
特
殊
な
関
係
に
あ
る

法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
解
散
法
人
」
と
い
う
。）が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
解
散
法

人
は
当
該
特
殊
な
関
係
に
あ
る
法
人
と
み
な
し
て
、
当
該
新
規
設
立
法
人
に
つ
き
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
六
十
八
号

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
世
代
間
及
び
世
代
内
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
我
が
国

の
直
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
社
会
保
障
制
度
の
改
革
と
と
も
に
不
断
に
行
政
改
革
を
推
進
す
る

こ
と
に
一
段
と
注
力
し
つ
つ
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
行
う
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
の
一
環
と

し
て
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
及
び
財
政
の
健
全
化
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
観
点
か
ら
消
費
税

の
使
途
の
明
確
化
及
び
税
率
の
引
上
げ
を
行
う
た
め
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
改

正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
及
び
関
連
す
る
諸
施
策
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

（
消
費
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

消
費
税
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を「（
趣
旨
等
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

消
費
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
ほ
か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対

処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
第
一
号
中
「
次
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
四
項
」
を
「
次
条
第
二
項
、
第
十
一
条
第
四
項
及
び

第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
六
十
三
分
の
八
十
」
に
改
め
、
同
条
第

七
項
中
「
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
、
同
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
中
「
百
分
の
百
二
十
五
」
を
「
六
十
三
分
の
八
十
」
に
改
め
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
七
十
条

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
が
附
則

第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
後
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
六
十
八
条
中
「
附
則
第
二
条
第
五
項
」と
あ
る
の
は
、

「
附
則
第
二
条
第
四
項
」
と
す
る
。

（
文
部
科
学
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
十
一
条

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
七
号
中
「
及
び
特
別
支
援
学
校
」
を
「
、
特
別
支
援
学
校
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め

る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
十
二
条

施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
十
三
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
十
五
条
及
び
第
七
十
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
六
十
七
条
の
規
定

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

三

第
十
三
条
中
教
育
職
員
免
許
法
附
則
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

四

第
六
十
八
条
及
び
第
七
十
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政

令
で
定
め
る
日

五

第
六
十
六
条
の
規
定

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
又
は
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

六

第
三
十
五
条
の
規
定

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

号
）
附
則
第
三
号
に
掲
げ

る
規
定
の
施
行
の
日
又
は
施
行
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

滝

実

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎
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G
G
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